
全校平均 100点換算

①
先生たちは、子どもが楽しく充実した学校生活を
送れるよう、指導に努めている。（学校生活全般）

4.00 100.0

②
先生たちは、子どもの様子や変化、心配事等に
気付き、適切な指導や支援に努めている。（生徒
指導）

3.63 90.7

③
先生たちは、子どもが望ましい学習習慣を身に
付けられるよう、話し方や聞き方、学習用具等の
指導に努めている。（学習指導）

3.85 96.3

④
先生たちは、子どもの基礎学力が高まるよう、全
校的な取組（計算タイム、漢字力テスト等）や分
かりやすい授業に努めている。（学力向上）

3.93 98.1

⑤
先生たちは、子どもが適切な家庭学習の習慣を
身に付けられるよう、分量ややり方、家庭学習
ノートの点検等に努めている。（家庭学習）

3.74 93.5

⑥
先生たちは、子どもたちが望ましい生活習慣を身
に付けられるよう、「太陽っ子カード」等を活用す
るなど、家庭との連携に務めている。（生活指導・

3.81 95.4

⑦
先生たちは、子どもが相手の気持ちを考えたり、
思いやったりすることの大切さを考えられるよう、
指導に務めている。（心の教育）

3.81 95.4

⑧
先生たちは、子どもがふるさとのよさに気付いた
り愛着心を高めたりできるよう、身近な地域を題
材とした指導に務めている。（ふるさと教育）

3.85 96.3

⑨
学校は、子どもが自分の命を自分で守れるよう、
安全教育や防災教育の充実に努めている。（安
全・防災教育）

3.85 96.3

⑩
学校は、学校報や学級通信、ホームページ等で
子どもたちの様子や学校の考え方について積極
的な情報発信に努めている。（安全・防災教育）

3.89 97.2

⑪
学校は、子どもが活躍したり学習を深めたりでき
るよう、行事（運動会、遠足、学習発表会等）や校
外学習の充実に努めている。（学校行事、校外

3.96 99.1

アンケート内容（分類項目）

　集計方法：Ａ（あてはまる）＝４　Ｂ（どちらかというとあてはまる）＝３
　Ｃ（どちらかというとあてはまらない）＝２　　Ｄ（あてはまらない）＝１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答数27（100％）

学校教育目標 「心豊かで 夢に向かって進む子」
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本年もよろしくお願いします。
校 長 小 澤 進

令和６年の幕開けとともに、日本では、能登

半島地震、羽田空港での飛行機事故と、二つの

大きな、痛ましい出来事が起こりました。テレ

ビのニュース等で映像が流れるたびに、その悲

惨さ、凄惨さに言葉が出ない状況でした。日本

海中部地震、東日本大震災と、二つの大きな地

震を経験してきましたが、改めて地震の恐ろし

さを目の当たりにしました。また、飛行機に乗

るときに流れる安全事項についての映像が、い

かに大切であるかについても考えさせられまし

た。冬休み明けの集会では、「自分の命は自分

で守る」意識を常にもたなければならないこと

を、子どもたちと再確認しました。能登半島地

震からの復興は、まだまだこれからのようです

が、関係する方々には心からお見舞いを申し上

げます。

さて、冬休みが明け、２週目が始まっていま

す。子どもたちは、一人一人が決めた「新年の

目標（めあて）」を意識し、元気に、勉強や遊

びに向かっています。それぞれの学年の終わり

に近づいていますので、まとめをしっかりとし

て、進学、進級につなげてほしいと思います。

本校の目指す子どもの姿は、「な・ま・は・

げ」です。それぞれ、なかよくする子、まなぶ

子、はげむ子、げんきな子を表しています。子

を大人に置き換えると、なかよくする大人、ま

なぶ大人、はげむ大人、げんきな大人です。新

年に当たって、「な・ま・は・げ」は、大人に

とっても大切なことだと思ったとこ

ろです。保護者、地域の皆様には、

本年もどうぞよろしくお願いします。

保護者アンケートから
昨年１１月に、保護者の皆様に御協力いた

だきました「学校教育についての保護者アン

ケート」の結果を右表で、お知らせします。

今年度もアンケートの回収率は、１００％で

した。御協力ありがとうございました。

全員からＡの評価を頂いた場合は、「全校

平均」の欄が４．０ポイント、「１００点換

算」の欄が１００ポイントとなるように集計

しています。各項目で、高い評価をいただい

たことが分かります。自由記述には、「学校

統合に向けて親子それぞれの準備すること、

ものを早めに教えてほしい。子どもの心の準

備も教えてほしい。」「何かトラブルがあっ

たときは片方の話を聞くばかりではなく、双

方の話を聞いてあげてほしい。」などの意見

がありました。

一人一人のよりよい成長のため、全教職員

で取り組んでいきますので、御意見がありま

したら、今後も遠慮なくお話しください。




